










1.『    』文献名を示す場合に用いる。
2. 「    」引用および重要な語句,脚注における論文タイ トルを表す。
3. (    )本文中の補足事項を示す場合に用いる。
4. 【    】見出しを示す場合に用いる。
5。 <   >第3章において昔遊びのタイ トルを表す。
6。 人物名においては,2度目の記述から原則として姓のみを記す。
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少 し難 しいと感 じられるような課題を与える。もちろん,子どもたちが音楽を楽 しめるよ
H専門指導者アンケー ト 巻末資料 1参照




















ければいけない場面に遭遇 した。解決するために経験者から指導法などを聴取 し,様々 な
動画を参考にして乗 り切つた記憶がある。
では,実際にそのような活動を支えている保育者の音楽指導のスキルは充分であるので
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が,合わせて 14%と7人に 1人の割合で存在 していた。また,音楽指導を行 うに当たつて、
養成校で学んだことと現場で必要とされたことに違いがありましたかという質問に対する
自由記述に関しては,子どもの方を向き(鍵盤を見ずに)子どもに合わせた伴奏をすること







































































体的な学習内容において 「聴く」とい うことの取得が、より高度な 「表現活動」となるの
である。」18と分析 している。教育先進国であるフィンラン ドが音楽教育において 「聴く」
ということを重要視 していることは,看過することはできない。また,田原は前述の研究















































































































子 どもから見えないように大きなホワイ トボー ドの後ろで楽器の音を出し,音を聴かせ
た後,子どもたちにli音語で模倣させる。そして, 自分たちの周 りにあるどんな音に近い
かを答えさせた後,実際に楽器を見せて紹介 し,最後にそれぞれ子 どもが触 りたい楽器を
一種類だけ触 らせた。
【楽器の種類】
ココナッツ,カエルギロ,ライオンロア,バー ドコール,オー シャンドラム,サン ドペー





・      




図 2‐1‐4:バー ドコール(鳥の鳴き声)図 2‐1‐5:オーシャン ドラム(波の音)
ツ ク 図 2‐1‐7:風鈴(風の音,風を感 じる音)
図 2-1‐8:レインスティック(雨の音) 図 2‐1‐9:トーンタング(木のおもちや)
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バチャン シ ャ ワー
雨の音
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提示 園児の擬音語 園児の回答 所 見





































































































バー ドコー ル 1人 1人
オー シヤンドラム 3人 1人
風鈴 1人 2人

















園児の回答及び提示 園児の擬音語 筆者の活動 所 見
電車の音 ガタンガタン 拍子木で床をたたく 何人か回答のな
























ブランコの音 キィキィ バー ドコールをゆつくりきつ
く回す
風の音 ヒ ュー 大太鼓を手でこする
風の音 ビュー 大太鼓を手でこする








園児の回答及び提示 筆者の活動 所 見

















ラスの声 (泣き声)が大きく周 りの音が聴きにくい環境 と車の音が
基本的にそれほど周 りの音が聴こえない状況であつたが,赤ちゃん
音や ドン ドンと何かを叩く音, トラックの音,床を走る音などが聴
り, トラックの音をメタルラチェットで表現させた。
<5歳児>
園児の回答及び提示 園児の擬音語 筆者の活動 所 見




































以下は,5歳児の担任の保育者による所見である。 「身近な音を感 じ,様々 な楽器に触
れさせていただき,その直後は生活の中の音に気付き,言葉で表現している子どもが数人
















振る。その後,子どもが 3つのカップをそれぞれ振 り,その中で同じだと思 うものを指 し
示す。第 1回日は未体験の状態で行い観察 した後,2週間,毎日朝から音当てゲームをク




































































































第3回目 2016年11月2日  正答率47%
第4回目 2016年11月17日 正答率45%




5問正解 4問正解 3問正解 2問正解 1問正解






























ということで,楽器を粗雑に扱 う危険性を考慮 して,一人ひとりに紙を配布 し,その紙を
使って色々な音を考えて作らせてみる。
【使用したマレット】
図 2‐3‐1:木のマレッ ト 図 2‐3‐2:コン トラバス弓
図 2‐3‐4:ゴムマレッ ト
‐35‐
図 2‐3‐5:毛糸まきマ レッ ト大 図 2‐3‐6:毛糸まきマ レッ ト小
図 2‐3‐7:ティンパニマ レッ トノーマル 図 2‐3‐8:ティンパニマレッ トフランネル
















マ リンバマ レッ ト(毛糸まき大)





































































































何の音? どんな感 じ? 探 し出した音 (筆者の活動)
がちゃん シ ンバ ル シンバルをたたく












か ん 小太鼓 。中太鼓 太鼓のわく打ち 小太鼓 Tri.ビーターでわ く打ち
パ じ/ 手で叩 く、シンバ
ル






















第 3章 今後の保育現場 での音楽活動への応用
第 1節 授業実践を踏まえた上での音楽活動報告


















り重要視 していないため,私が 「音当てクイズ」を一人ひとり別の部屋で行 うときは,正
誤を子どもには伝えていない。当たつていなくても,本人は合つていると勘違いして楽し
んでいるのであろうと担任の保育士は言つていたのだが,「音で遊ぶ」という活動に興味を





































































































一人が日隠しをして座 り,その周 りを「かごめかごめ かごのなかのとりは いつい









































































































































































① 保育田   ② 幼稚口
① 週2回以上 ② 遍1回  ③ 隔通  0 月1回  ⑤ 学期ごとに数ロ
⑥ イベントごと  ⑦ その他
2、 どのような指導をされていますか?は数回答つ
① 歌唱指導  ② 器楽指導  ③ オルフ音楽教育  ④ マー チング・ドリル  ⑤ リトミック
⑥ その他:            l
3、 音楽指導にあたり、日や保育士にお願いしていることがありますか?




















































































幼/保 頻度 指導内容 園にお願い していること 歌唱指導について その他指導

















































































① 歌唱指導  ② ピアノ・エレクトー ン  ③ 楽器指導  ① リトミック  ⑤ オルフ教育
⑥
 lに
なし  ⑦ その他 具体的:1
2、①～⑤の回答の方、どのようにすれば改善できると思われますか?(複数回答可)
① 練習時間を増やす ② 知識を増やす ③ 楽諄を読めるようにする ④ 基本的に音楽が苦手
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